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現

状

 歩道内の通行ルール等が正しく認識されておらず、歩道上での自転車関連のヒヤリハットが多い。

 大人の自転車安全教育受講経験者が少ない。

 自転車損害賠償保険加入率、ヘルメットの着用率、自転車点検の実施率が低い。

 放置自転車は、年間約1,600台存在しており、特定店舗等付近での数時間の違法駐輪が多い。

 徳島駅前地下駐輪場では、利用台数は減少傾向にあるが、依然として利用率が高い傾向にある。

 徳島駅前地下駐輪場は、長い坂が折り返していて、高齢者にとって不便である。

 レンタサイクル事業の利用台数は、増加傾向にある。

 自動車の渋滞緩和対策や健康増進の手法として、自転車の利用促進に向けての広報活動を実施している。

 徳島県が推進しているサイクルコースが、徳島市内にも複数存在している。

 自転車分担率が県庁所在地中第4位と高い。

 自転車事故者数の減少割合が、他都市と比べて低い。
自転車通行空間

自転車交通ルール
安全利用

自転車駐輪環境

自転車の利用促進

1.1 本市における自転車を取り巻く現状と課題
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課

題

 交通ルール及び交通マナーの向上

 広い年代への交通安全教育の充実

 自転車損害賠償保険の普及促進

 ヘルメット着用率の向上

 自転車整備不良への注意喚起

 放置自転車の更なる削減

 短時間駐輪需要への対応

 既存駐輪場の利便性の向上

 レンタサイクル事業の更なる充実と利用促進

 自動車依存からの脱却

 自転車の楽しさに関するPR活動

 サイクリストにとって有益な情報の提供

 安全で快適な自転車通行空間である

自転車ネットワークの形成
自転車通行空間

自転車交通ルール
安全利用

自転車駐輪環境

自転車の利用促進



「徳島市まちづくり総合ビジョン」を上位計画とし、国や県の「自転車活用推進法」「安全で快適な自
転車利用環境創出ガイドライン」「徳島県自転車の安全で適正な利用に関する条例」に準拠した計画とする。

誰もが安全で快適に自転車を利用できるまちを目指し、「徳島市自転車活用推進計画」を策定する。計画目的

前年度に策定した「徳島市自転車安全利用促進計画」を踏まえ、令和元年度から令和10年度までとする。

地域
交通

健康
増進

環境 防災 観光
交通
安全

計画期間

計画の位置付け

徳島市自転車活用推進計画

徳島市自転車安全利用促進計画

自転車活用推進法
（自転車活用推進計画）

徳島市まちづくり総合ビジョン

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン

徳島県自転車の安全で適正な利用に関する条例

徳島市自転車・歩行者道整備計画
（すいすいサイクル事業）

発展

整合・連携

徳島市の関連計画・施策

1.2 計画目的と計画期間、計画の位置付け
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「走る」「守る」「停める」「活かす」をキーワードに、「様々な交通手段が共存しながら道路空間を利用し、誰もが安全で快適に自転車を利用できるまち」を目標とする。

自転車通行空間の確保

交通ルールの周知・啓発

歩行者、自転車、自動車などが互いの特性や交通ルールを

理解し、尊重しあう安全で安心な交通環境を創出するために、

自転車に関する交通ルールやマナーの啓発活動等を行う。

安全で安心な交通環境を創出するために、全ての人に配慮し

た自転車通行空間の整備や啓発活動などを行う。

駐輪環境の確保

自転車の利用促進により懸念される違法駐輪による通行阻害

問題への対策として、地域の需要に応じた駐輪施設の整備や駐

輪に関する啓発活動などを行う。

自転車を活かしたまちづくり

自転車を利用する利点である「健康増進」や「観光振興」

「環境保全」などに注目し、自転車を活用したまちづくりへ取

り組む。

基本理念

安全で快適な
自転車ネットワークの構築

方針
施策➊ 自転車通行空間の整備

施策➋ 自転車通行空間が整備された路線の広報活動

交通ルール・マナーの周知・徹底
方針
１

自転車の安心・安全利用に備える
方針
２

施策➊ 段階的かつ体系的な交通安全教育の推進

施策➋ 自転車交通安全啓発教材の作成・活用

施策➌ 自転車交通ルールの啓発活動

施策➍ 自転車損害賠償責任保険等の加入促進に向けた啓発活動

施策➎ 定期的な自転車点検の促進に向けた啓発活動

施策➏ 安全性の高い自転車の普及に向けた啓発活動

放置自転車の抑制
方針
１

各種駐輪需要に応じた
駐輪施設の整備

方針
２

施策➌ 短時間駐輪需要を満たす小規模駐輪場の整備

施策➍ 徳島駅前地下駐輪場の機能強化

施策➊ 放置自転車撤去活動

施策➋ 放置自転車の抑制に向けた啓発活動

日常的な自転車利用の促進
方針
３

自転車の楽しさを体感する機会の創出
方針
４

施策➍ 自転車を活用した健康づくりへの啓発活動

施策➎ 自転車を活用した交通渋滞対策への啓発活動

施策➐ サイクルイベントの開催・支援

自転車による周遊性の向上
方針
１ 施策➊ シェアサイクルの導入

サイクルツーリズムの推進
方針
２

施策➋ サイクルツーリスト向けの広報活動

施策➌ サイクルツーリスト向け案内標示等の整備

施策➏ 自転車を活用した環境保全への啓発活動

1.3 基本理念と基本方針、施策概要
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2.1 各取組施策の推進スケジュールについて

「徳島市自転車安全利用促進計画」を踏まえ、以下の推進スケジュールを標準とする。

 調査研究や検討等：令和2年度まで

 新たな取組施策への着手：令和3年度から

 上記を標準としつつ、関連計画等を勘案して推進スケジュールを決定する。

基本的な考え方

既存の
取組施策

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

既存事業の継続実施

新たな事業の実施
事業評価と再検討

新たな事業を検討している間は、これまでの事業を継続して実施する

これまで取り組んできた事業について事業評価を行い、事業内容を見直す

新しい
取組施策

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

新たな事業の実施調査研究・検討等

新たな事業に関する調査研究を行い、事業内容について検討する
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施策➊ 自転車通行空間の整備

安全で快適な自転車利用環境の向上を図るために必要な路線を「自転車ネットワーク路線」として選定し、各路

線の実情に合わせた整備形態で自転車通行空間を整備する。

192

438

192

11

11

55

55

192

438
凡例

：自転車道
：自転車専用通行帯
：車道混在

▲ 自転車道【出典：内閣府HP】

▲自転車専用通行帯【出典：尼崎市HP】

▲ 車道混在【出典：横浜市HP】

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【道路建設課】

徳島市
自転車ネットワーク路線図

2.2 「走る」における取組施策

優先整備路線等の選定

整備工事の実施
整備形態の再検討
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自転車ネットワーク路線の路線選定【徳島市自転車安全利用促進計画より抜粋】

 自転車通行空間整備に関しては、自転車利用者の安全を速やかに向上させるため、優先的計画策定エリアを設定。

 設定するにあたっての指標は、「①自転車利用需要の多いエリア」かつ「②自転車関連事故件数の多いエリア」

2.2 「走る」における取組施策

１

55

11

192

438

192

佐古

阿
波
富
田

二
軒
屋

文化の森

優先的計画策定エリア
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 優先的計画策定エリア内で、以下の視点や検討項目をもとに自転車ネットワーク路線を選定

2.2 「走る」における取組施策

２

視点 検討項目 検討に使用するデータ 等

自転車利用の多い路線 ① 自転車需要が多い路線
 自転車交通量（H17道路交通センサス）
 青少年育成補導センターヒアリング結果

安全性を確保する必要性の高い路線 ② 自転車関連の死傷事故件数が多い路線  イタルダ事故データ （H27自転車関連事故）

地域の課題やニーズに応じて
自転車の利用を促進する路線

③ 自転車利用の拠点となる施設を結ぶ路線

 鉄道駅、大学・高校、商業施設、公共施設の位置を整理

 青少年育成補導センターヒアリング結果

④ 関連計画で位置づけられた路線  「すいすいサイクル事業」（徳島市）（H28時点）

⑤ 自転車レーン整備可能路線  路肩幅員１m以上の路線

ネットワークの連続性を確保するために
必要な路線

⑥ ネットワークの連続性を確保する路線 ①～⑤の該当路線を連結させる路線

優先的計画策定エリアに進入し、自転車の
中距離型利用の転換を促進する路線

⑦ 自動車の交通量が多く（20,000台/日以上）
かつ、主要渋滞箇所が存在する路線

 自動車交通量（H27調査）
 徳島市の主要渋滞箇所

自転車ネットワーク路線の路線選定【徳島市自転車安全利用促進計画より抜粋】
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2.2 「走る」における取組施策

自転車ネットワーク路線【徳島市自転車安全利用促進計画より抜粋】

192

438

192

11

11

55

55

192

438

凡例

一般国道

主要地方道

一般県道等

市道
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 「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省・警察庁）」に準拠し、各自転車ネットワーク路線の

整備形態を以下の3つに分類

2.2 「走る」における取組施策

１

自転車ネットワーク路線の整備形態選定【徳島市自転車安全利用促進計画より抜粋】

▲ 各整備形態の概要【出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン】
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2.2 「走る」における取組施策

 地域の要望や前後区間の道路構造の連続性を勘案し、一時的に上記整備形態と異なる整備形態も可能とする

 既に普通自転車歩道通行可能となっている路線については、上記整備形態と自転車歩道通行可規制を併用し、自転車の車道

走行への推移等を確認しながら、自転車歩道通行可規制を解除し、歩行者の安全も確保する

交通量データのない路線の整備形態（完成形態）の選定について

① 最高指定速度60km/h⇒自転車道

② 車線数2車線かつ最高指定速度50km/h⇒自転車専用通行帯

③ 車線数4車線以上⇒自転車専用通行帯

④ ①～③以外の路線は、基本車道混在とする。

ただし、交通量の多い国道や県道と接続する場合、自転車専用通行帯とする。

🚘 60㎞/h以上 その他
🚘 40㎞/h以下

＋
🚘 4,000台/日以下

自転車道 自転車専用通行帯 車道混在

自転車ネットワーク路線の整備形態選定【徳島市自転車安全利用促進計画より抜粋】

 「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省・警察庁）」に準拠し、各自転車ネットワーク路線の

整備形態を以下の3つに分類
１
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2.2 「走る」における取組施策

192

438

192

11

11

55

55

192

438凡例

：自転車道
：自転車専用通行帯
：車道混在

自転車ネットワーク路線の整備形態【徳島市自転車安全利用促進計画より抜粋】
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自転車通行空間整備を更に効率的かつ効果的に推進するため、自転車ネットワーク路線内で優先整備路線を設定

2.2 「走る」における取組施策

１

暫定整備形態と優先整備路線の選定

優先整備路線の選定指標（案）

自転車交通量の多い路線

自転車関連事故の多い路線

自転車指導啓発重点地区・路線

自転車関連施設を結ぶ路線

優先整備路線を選定し
整備順位を決定

徳島県警が指定している「県下11地区17路線」のことで、重点的な自転車安全指導を実施

自転車指導啓発重点地区・路線とは？

徳島市内の自転車指導啓発重点地区

 徳島駅前周辺

 佐古駅周辺及び高架下側道

徳島市内の自転車指導啓発重点路線

 国道11号線（かちどき橋1丁目～中徳島1丁目のうち0.7km）

 国道192号線（佐古一番町～国府町観音寺のうち7.3km）

 県道徳島鴨島線（中吉野4丁目～中島田4丁目のうち4.7km）
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「徳島市自転車安全利用促進計画」で選定した整備形態は、選定条件をもとに機械的に分類した「完成形態」であるた

め、道路幅員等を確認し、「完成形態」での整備が当面困難な路線については、「暫定形態」を選定

2.2 「走る」における取組施策

2

暫定整備形態と優先整備路線の選定

完成形態の断面図 暫定形態の断面図

暫定的に

🚘 60㎞/h以上 その他
🚘 40㎞/h以下

＋
🚘 4,000台/日以下

自転車道 自転車専用通行帯 車道混在暫定形態 暫定形態

「自転車専用通行帯」を整備するためには、
道路幅員が14.0m必要なのに、現状12.0mしかない…

整備形態を「車道混在」に変更して
自転車通行空間を速やかに確保

 暫定形態でも自転車通行空間整備が困難な場合については、代替路の可能性について検討する。
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施策➋ 自転車通行空間が整備された路線の広報活動

整備した路線の事業効果を高めるため、整備が完了したことや、通行方法等について広報活動を行う。また、事

前・事後の利用状況を調査し、整備効果について広報活動する。

▲ 自転車通行空間整備効果の広報活動例【出典：金沢市HP】

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

▲ 自転車通行空間整備完了路線の広報例【出典：熊本市HP】

【道路建設課】

2.2 「走る」における取組施策

調査方法の検討 事前・事後調査を実施しつつ、広報活動
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施策➊ 段階的かつ体系的な交通安全教育の推進

現在の交通安全教育を見直し、交通安全教育を幼児、児童、生徒、学生、社会人、高齢者など幅広い世代に対し、

各世代に応じた交通安全教育を実施する。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

既存事業の継続実施

実施

【市民生活課】

【自転車に乗りたて】

正しい自転車
の乗り方

【中学生】【高校生】

正しい交通ルール
やマナー

【社会人】
運転免許取得時や更新時

の交通安全教室

【子育て世代の保護者】
保護者から子どもへの
交通安全教育の重要性

【高齢者】

加齢による
身体能力・判断力の
低下を考慮した
自転車の利用方法

事業評価と再検討

2.3 「守る」における取組施策
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施策➋ 自転車交通安全啓発教材の作成・活用

自転車の交通ルールやマナーだけでなく、自転車損害賠償責任保険等や安全な自転車の選び方など、自転車の利

用に必要な知識を総合的にまとめたルールブックを作成し、各世代の交通安全教育などで効果的に活用する。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【市民生活課】

▲ 自転車ルールブックの作成例【出典：金沢市HP】

2.3 「守る」における取組施策

実施
内容と活用方法

の検討
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施策➌ 自転車交通ルールの啓発活動

徳島県警と協力して行う交通安全キャンペーンや、本市ホームページ、広報紙などで、自転車交通ルールやヘル

メット着用などについて啓発活動を行う。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【市民生活課】

▲ ホームページやパンフレットを活用した啓発活動例【出典：まちのりHP(事業主体：金沢市)】

2.3 「守る」における取組施策

既存事業の継続実施

実施
事業評価と再検討
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施策➍ 自転車損害賠償責任保険等の加入促進に向けた啓発活動

自転車損害賠償責任保険等に関するパンフレット等を活用し、啓発活動を行う。また、必要に応じて、自転車販

売店や保険会社等と連携し、啓発活動を行う。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【市民生活課】

▲ 県条例のパンフレット【出典：徳島県警HP】 ▲ 自転車損害賠償責任保険等パンフレット例【出典：金沢市HP】

2.3 「守る」における取組施策

既存事業の継続実施

実施

事業評価と再検討
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施策➎ 定期的な自転車点検の促進に向けた啓発活動

定期的な自転車点検や自転車の整備方法に関するパンフレット等を活用し、啓発活動を行う。また、必要に応じ

て、自転車販売店や学校と連携し、啓発活動を行う。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【市民生活課】

▲ 自転車点検に関する広報例
【出典：公営財団法人日本交通管理技術協会HP】

▲ 県条例のパンフレット
【出典：徳島県警HP】

2.3 「守る」における取組施策

既存事業の継続実施

実施
事業評価と再検討
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施策➏ 安全性の高い自転車の普及に向けた啓発活動

自転車を安全に利用するため、年代・目的に応じた車種の紹介や品質基準を示すマークの紹介など自転車の選び
方に関するパンフレット等を活用し、啓発活動を行う。また、必要に応じて、自転車販売店や市民活動団体等と連
携し、啓発活動を行う。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【市民生活課】

一般社団法人自転車協会の安全基準に適合した自転車を示すマークのことで、JIS(日本工業規
格)をベースに、独自に厳しい基準値を設けたり、JISにない要件を加えるなど、より安全基準を
高めたもの。（対象型式は以下のとおり）

BAAマークとは？

シティサイクル クロスバイク ロードバイク マウンテンバイク

折りたたみ自転車 幼児車 電動アシスト付自転車 幼児二人同乗用自転車

買物などの
短距離に便利

速度が速くて
長距離に最適

シティサイクル
ロードバイクの中間

山道など路面状態
の悪い道に最適

小型で軽く
持ち運びに便利

電動アシストで
ペダルの踏む力を軽減

子どもを乗せても
ふらつきにくい

こどもの体に
合わせた設計

2.3 「守る」における取組施策

既存事業の継続実施

実施
事業評価と再検討
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施策➊ 放置自転車撤去活動

徳島駅周辺駐車禁止区域において、都市環境の悪化、災害時の防災活動、通行機能保持等の妨げの要因となる放
置自転車を撤去する。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【市民生活課】

▲ 放置自転車撤去活動状況【出典：徳島市資料】

2.4 「停める」における取組施策

既存事業の継続実施

実施
事業評価と再検討
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施策➋ 放置自転車の抑制に向けた啓発活動

放置自転車を抑制するため、駐輪禁止区域や放置自転車の多い場所において啓発活動を行う。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【市民生活課】

▲ 徳島駅前での駐輪啓発活動【出典：徳島市資料】 ▲印象的な路面シートによる駐輪啓発活動【出典：大阪市HP】

2.4 「停める」における取組施策

既存事業の継続実施

実施
事業評価と再検討
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施策➌ 短時間駐輪需要を満たす小規模駐輪場の整備

歩道等への駐輪による通行阻害の解消に向け、道路や公開空地などの公共空間を活用した小規模駐輪場の整備を、
商店街や駐輪事業者等と連携して推進する。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【道路建設課】

大阪府豊中市中心市街地における
路上自転車駐輪場例

大阪市中心市街地における
歩道上のデッドスペースを活用した例

東京都豊島区新大塚駅周辺における
歩道を一部拡幅しての駐輪施設設置例

【出典：自転車等駐車場の整備のあり方に関する
ガイドライン】

▲ 短時間駐輪ニーズに合わせた小規駐輪場例

2.4 「停める」における取組施策

社会
実験

実用化
駐輪需要調査

整備方法等の検討
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施策➍ 徳島駅前地下駐輪場の機能強化

徳島駅前地下駐輪場の機械化等による機能強化を行うことで利用者の利便性を向上させ、徳島駅前の自転車放置
禁止区域内の放置自転車の削減を図る。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【市民生活課】

徳島駅前地下駐輪場の入出庫サービス（徳島市） サイクルスロープの設置例
（千葉県市川市ターミナルシティ本八幡地下駐輪場）

▲ 徳島駅前地下駐輪場の機能強化例【出典：徳島市資料】

2.4 「停める」における取組施策

実施機能強化内容の検討
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施策➊ シェアサイクルの導入

観光客の移動手段や公共交通機関の補完として、シェアサイクルを導入する。必要に応じて、民間のシェアサイ
クル事業者等と協力し、効果的かつ効率的なシステムとなるよう努める。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【観光課】

▲ シェアサイクル導入例【出典：ドコモ・バイクシェアHP】

2.5 「活かす」における取組施策

社会
実験

実用化
導入に向けての
調査・検討
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施策➋ サイクルツーリスト向けの広報活動

四国四県の「四国一周サイクリングルート（モデルルート）」や徳島県の「自転車王国とくしま公式コース」等
を支援するため、サイクリストへの広報活動を行う。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【スポーツ振興課】

▲ 四国一周1,000kmサイクリングのルート【出典：愛媛県HP】

2.5 「活かす」における取組施策

実施
広報内容や方法の

調査・検討



27

施策➌ サイクルツーリスト向け案内標示等の整備

サイクリストが徳島市内のサイクリングコースを安全かつ快適に走行できるよう、ルート上に案内標示等を整備
する。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【道路建設課】

▲ ルート上の案内標示例【出典：国土交通省自転車活用推進本部資料】

2.5 「活かす」における取組施策

実施
案内標示等の
整備基準の検討
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施策➍ 自転車を活用した健康づくりの啓発活動

自転車の持つ心身の健康づくりへの効果に注目し、サイクリングによる健康づくりをキーワードとした広報活動
を行う。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【保健センター】

▲ 60kgの人が通勤を自転車に変更した場合のダイエット効果例

自転車のエネルギー消費量(kcal)

4メッツ×1時間×60kg×1.05=252kcal
※1kgの減量に7,000kcalが必要

1シーズン
(20日×4ヶ月)

252kcal×80日=20,160kcal
20,160kcal/7,000kcal/kg…

約３kgの減量

2.5 「活かす」における取組施策

実施
自転車による

健康づくりに関する
調査・研究

広報内容や広報方法
の検討
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施策➎ 自転車を活用した交通渋滞対策の啓発活動

渋滞緩和対策の一環として徳島地区渋滞対策協議会(事務局：徳島河川国道事務所)で行っている自転車通勤促進
活動を支援する。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【地域交通課】

▲ 自転車通勤促進活動【出典：徳島河川国道事務所資料】

2.5 「活かす」における取組施策

既存事業の継続実施

実施
事業評価と再検討
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施策➏ 自転車を活用した環境保全への啓発活動

CO2排出量の削減に自転車が効果的であることを示し、自転車を活用した環境保全への啓発活動を行う。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【環境保全課】

▲ 各移動手段のCO2排出量【出典：尼崎市HP】

2.5 「活かす」における取組施策

既存事業の継続実施

実施
事業評価と再検討
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施策➏ サイクルイベントの開催・支援

徳島市民スポ・レクフェスティバルにおいてサイクリング部門を設置し、サイクリングの楽しさを体感する機会
を創出する。また、各種団体が主催するサイクリングイベントを支援し、自転車振興に努める。

推進
スケジュール

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

【スポーツ振興課】

徳島市民スポレクフェスティバル【出典：徳島市資料】 関係団体が行うサイクルイベントの支援【出典：徳島市資料】

2.5 「活かす」における取組施策

既存事業の継続実施

実施
事業評価と再検討



32

指 標 名 現状値
目標値
( R10 )

走る 守る 停める 活かす

自転車通行空間の整備延長
1.1 km
(H30)

優先整備路線
延長

○

自転車関連事故件数
261 件
(H30)

100 件 ○

自転車交通ルールの認知度
75.2 %
(H30)

100.0 % ○

放置自転車撤去台数
1,556 台

(H30)
800 台 ○

シェアサイクル利用者数 要調査
現状値を受けて

設定
○

サイクルイベント参加者数
50 人
(H30)

100 人 ○

特定健康診査の問診で、「1回30分以上の軽く汗をか
く運動を週2日以上、1年以上実施」と答えた人の割合

43.5 %
(H30)

48.0 % ○

安全に道路を通行できると感じる市民の割合
45.4 %
(H30)

80.0 % ○ ○ ○

自転車利用環境への満足度 要調査
現状値を受けて

設定
○ ○ ○ ○

 計画全体としての計画目標は、以下のとおりとする。
 個別事業ごとの計画目標については、各事業で必要に応じて設定するものとする。

3 計画目標


